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マナー教室 

 「挨拶」はコミュニケーションの基本です！ 
初めての職場体験は、二中生にとってもドキドキです。

事前のマナー教室で挨拶や自己紹介を練習します。講師

は二中ゆうねっとの「地域のおばさん・おじさん」です。 
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中学生を受け入れた職場の方から 

＊素直で、テキパキと動いてよくやってくれました。 

＊次の仕事は何を頼もうかと、考えるのがけっこうたいへんでした。 

＊自分が行く職場について事前に下調べや準備をもう少しして来てほしいです。 

＊今のお子さんは掃除の仕方を知らない子が多いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験は中学生の進路指導・キャリア教育の一環です。５月から事前学習と

して仕事調べをしたり、ハローワークの方の話を聞いたり、マナー教室で基本的

なマナーを学んだ後、毎年７月に地域の様々な事業所で職場体験学習を行いま

す。今年は７月２日～４日の三日間、地域の商店、保育園、警察署、消防署、JR、

東京メトロ、児童館、病院他で、第二中学校の２年生が職場体験に臨みました。 
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 1 
二中生の職場体験から 

中学生の感想を一部紹介します 

＊初めは不安で動けず、何をしていいかわからなかったが、職場の方が丁

寧に教えてくれて、声かけしてくれたのが嬉しかった。 

＊保育士の仕事は想像以上に大変だがやりがいがあり責任ある仕事。

＊自分から積極的に働きかけると小さなことも気づけるようになった。 

＊JRは「お客様と時間が命」の仕事だと知った。 

＊清掃の大切さ、隅々まで掃除することを学んだ。  

＊他人のために全力をつくすことがどれだけたいへんかわかった。 

＊買う側として何気なく見ていたことがとても大変なことだとわかった。 

＊見えない裏側で、仕込み作業や作るための苦労があることを知った。 

＊仕事は丁寧にテキパキやること、挨拶の大切さを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域から中学生にエールを！ 

職場体験を終えた中学生は、グループ毎に体験した内容をパワーポイントを使っ

て、授業で発表をしました。その中で共通していたことは、「挨拶」「笑顔」「掃除」

「時間」の大切さを身をもって感じたということでした。 

お客様や利用者のために裏側で支えている人たちの熱意や努力を知ったことは、

子どもから大人への一歩を踏み出したと言えるでしょう。 

ガンバレ！二中生！ 地域はいつでも応援団です。 

 

地域で育もう！  
地域の未来を担う子どもたち 
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職場体験の意義 
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